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っ
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平
安
末
期
に
成
る
『
袋
草
紙
』
は
六
条
藤
家
の
清
輔
に
よ
っ
て
著
わ
さ
れ
た
歌
学
書
で
あ
る
。
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
い
ま

大
ま
か
に
分
け
て
み
る
と
、
上
巻
と
下
巻
か
ら
成
り
、
下
巻
は
上
巻
と
は
別
の
形
で
書
写
伝
来
し
、
も
っ
ぱ
ら
歌
合
の
故
実
を
扱
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1

る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
上
巻
に
っ
い
て
は
、
「
和
歌
会
事
」
か
ら
「
撰
集
故
実
」
ま
で
の
故
実
の
部
分
、
「
故
撰
集
子
細
」
「
人
丸
難
レ

及
二
大
同
朝
一
事
」
「
万
葉
或
称
二
大
同
塑
疑
二
桓
武
時
一
事
」
「
諸
集
人
名
不
審
」
と
い
う
歌
集
や
歌
人
の
考
証
的
部
分
、
「
雑
談
」
の
和
歌

説
話
、
そ
し
て
「
希
代
和
歌
」
と
い
う
四
っ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
，
σ
よ
う
に
、
『
袋
草
紙
』
の
内
容
は
多
方
面

に
わ
た
り
、
い
わ
ば
和
歌
の
百
科
事
典
と
い
う
趣
を
持
っ
て
い
る
。
『
袋
草
紙
』
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
諸
伝
来
の
整
理
や
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2

論
、
そ
し
て
清
輔
の
伝
記
的
研
究
が
見
ら
れ
た
程
度
で
あ
っ
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
注
釈
書
が
刊
行
さ
れ
、
よ
う
や
く
目
の
目
を
見
た
と

い
う
感
が
あ
る
。
し
か
し
、
内
容
に
関
す
る
研
究
は
い
ま
だ
あ
ま
り
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
行
わ
れ
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3

き
今
後
の
課
題
士
い
え
よ
う
。
私
は
か
っ
て
内
容
に
関
す
る
小
稿
を
物
し
た
が
、
そ
の
中
で
、
特
に
親
子
歌
人
や
重
代
歌
人
の
逸
話
が
随

分
多
く
取
り
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
問
題
に
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
対
内
的
に
は
作
歌
上
の
心
得
を
教
示
す
る
だ
け
で
は
な
く
重
代
歌

人
の
心
構
え
を
問
題
に
し
、
対
外
的
に
は
歌
の
家
柄
と
し
て
の
厳
し
さ
を
強
調
し
、
こ
れ
に
持
ち
こ
た
え
た
六
条
藤
家
の
衿
特
を
誇
示
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
4

る
こ
と
を
『
袋
草
紙
』
は
意
図
し
て
い
た
と
い
う
結
論
を
導
き
出
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
稿
の
中
で
、
重
代
歌
人
と
し
て
は

大
中
臣
家
の
歌
人
も
挙
げ
て
論
じ
て
お
い
た
。
『
袋
草
紙
』
を
見
る
と
、
大
中
臣
家
に
関
す
る
逸
話
が
非
常
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

　
　
『
袋
草
紙
』
に
見
え
る
大
中
臣
家
を
め
ぐ
っ
て
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二

の
理
由
と
し
て
、
六
条
藤
家
の
、
隆
経
－
顕
季
　
顕
輔
－
清
輔
と
続
く
歌
の
家
柄
に
大
中
臣
家
が
匹
敵
す
る
ゆ
え
と
考
え
る
こ
と
も
で
き

よ
う
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
六
条
藤
家
と
大
中
臣
家
が
親
戚
関
係
に
あ
る
と
い
う
清
輔
の
意
識
が
基
に
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
措
置

を
と
ら
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
こ
と
を
論
じ
て
み
た
い
。

　
大
中
臣
家
に
つ
い
て
は
、
『
袋
草
紙
』
に
、
大
江
匡
房
の
言
と
し
て
「
頼
基
、
能
宣
、
輔
親
、
伊
勢
大
輔
、
伯
母
、
安
芸
君
、
六
代
相

伝
之
歌
人
」
（
一
四
九
）
と
取
り
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
な
の
で
あ
る
。
い
ま
、
こ
こ
で
彼
の
家
に
関
す
る
逸
話
を
『
袋
草
紙
』
か
ら

紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
　
能
宣
、
父
頼
基
二
語
云
、
先
目
入
道
式
部
卿
御
子
目
二
宜
歌
仕
テ
侯
。
頼
基
問
レ
之
。
如
何
。
能
宣
云
、

　
　
　
チ
ト
セ
マ
デ
カ
ギ
レ
ル
マ
ツ
モ
ケ
フ
ヨ
リ
ハ
キ
ミ
ニ
ヒ
カ
レ
テ
ヨ
ロ
ヅ
ヨ
ヤ
ヘ
ム

　
　
世
以
称
レ
宜
云
々
。
頼
基
暫
詠
吟
シ
テ
カ
タ
ハ
ラ
ナ
ル
枕
ヲ
ト
リ
テ
打
二
能
宣
二
酉
、
慮
外
。
昇
殿
有
二
帝
王
御
子
貝
之
時
以
二
何
歌
一

　
　
テ
可
レ
詠
カ
ナ
、
ワ
ザ
ワ
ヒ
ノ
不
覚
人
哉
云
々
。
能
宣
須
奥
二
起
テ
逐
電
云
々
。
（
九
八
）

　
こ
の
話
は
重
代
歌
人
の
厳
し
さ
を
表
わ
し
て
い
よ
う
。
能
宣
が
入
道
式
部
卿
（
敦
実
親
王
）
の
子
の
目
に
詠
ん
で
好
評
で
あ
っ
た
歌

（
拾
遺
集
・
春
に
入
集
）
を
父
頼
基
に
披
露
し
た
と
こ
ろ
、
父
は
枕
で
能
宣
を
殴
打
し
て
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
歌
は
能
宣
が
昇
殿
を
許

さ
れ
て
帝
の
子
の
目
に
参
加
し
た
時
の
た
め
に
残
し
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
と
叱
責
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
輔
親
が
、
母
に
申
し
こ
と
を
、
幼
少
に
て
承
し
か
ば
、
同
字
三
は
い
か
ゾ
せ
ん
。
四
以
上
あ
ら
ん
歌
を
ば
、
公
歌
に
は
と
り
い
だ
さ

　
　
じ
と
ま
う
し
し
に
、
右
歌
し
の
字
四
侯
に
持
と
被
レ
定
た
る
が
く
ち
お
し
き
也
と
云
々
。
（
一
八
八
）

　
右
は
、
嘉
保
元
（
一
〇
九
四
）
年
八
月
十
九
目
に
催
さ
れ
た
「
前
関
白
師
実
歌
合
」
の
時
の
話
で
あ
る
。
左
方
の
伯
母
（
伊
勢
大
輔
の

娘
）
は
彼
女
の
「
く
れ
な
ゐ
の
う
す
ば
な
ざ
く
ら
に
ほ
は
ず
は
み
な
白
雲
と
見
て
や
す
ぎ
ま
し
」
が
右
方
の
大
江
匡
房
の
「
白
雲
と
み
ゆ

る
に
し
る
し
み
よ
し
の
㌧
よ
し
の
＼
山
の
花
ざ
か
り
か
も
」
と
合
わ
さ
れ
て
持
と
判
定
さ
れ
た
（
判
者
は
源
経
信
）
こ
と
に
反
発
す
る



が
、
そ
の
根
拠
と
し
て
出
さ
れ
た
の
が
右
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
右
は
本
歌
合
の
廿
巻
本
に
見
ら
れ
る
消
息
文
か
ら
の
一
部
引
用
で

あ
る
）
匡
房
の
歌
は
同
じ
字
（
こ
こ
で
は
「
し
」
）
が
四
っ
あ
り
、
こ
う
い
う
歌
は
公
式
の
時
に
は
出
さ
な
い
方
が
よ
い
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
こ
の
こ
と
は
「
輔
親
が
、
母
に
申
し
」
て
い
た
と
伯
母
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
輔
親
が
娘
の
伊
勢
大
輔
に
教
示

し
て
い
る
の
を
伯
母
が
聞
い
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
歌
の
家
に
生
ま
れ
た
者
が
親
か
ら
教
わ
る
様
子
が
窺
わ
れ
て
興
味
深
い
。
と
こ
ろ

で
、
右
の
引
用
部
分
に
続
い
て
、
伯
母
の
話
を
承
け
て
「
予
案
レ
之
」
と
し
て
清
輔
の
評
言
が
あ
る
。
延
喜
十
三
年
三
月
十
三
旦
苧
子
院

歌
合
の
紀
貫
之
詠
の
「
さ
く
ら
ち
る
こ
の
し
た
風
は
寒
か
ら
で
そ
ら
に
し
ら
れ
ぬ
雪
ぞ
ふ
り
け
る
」
は
同
字
が
四
っ
あ
る
と
し
、
さ
ら
に

寛
和
二
年
六
月
十
目
内
裏
歌
合
に
お
い
て
、
伯
母
の
曽
祖
父
に
当
る
能
宜
が
詠
ん
だ
「
春
の
来
る
道
の
し
る
べ
は
み
よ
し
の
の
山
に
た
な

び
く
霞
な
り
け
り
」
も
同
字
が
四
っ
あ
る
と
し
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
歌
は
と
も
に
勝
に
な
っ
て
い
る
と
評
す
る
。
こ
れ
は
輔
親
の
見
解
に

対
し
て
疑
問
め
い
た
も
の
を
呈
示
し
た
と
言
え
よ
う
。
貫
之
の
歌
は
有
名
で
、
『
前
十
五
番
歌
合
』
『
三
十
六
人
撰
』
等
に
も
入
り
、
清
輔

も
『
袋
草
紙
』
で
取
り
挙
げ
て
い
る
（
三
九
・
五
〇
等
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
能
宣
の
は
後
拾
遺
集
。
春
上
に
入
集
し
て
い
る
と
は
い
え

著
名
な
も
の
で
は
な
く
、
後
に
『
八
雲
御
抄
』
が
こ
の
評
言
を
承
け
た
形
で
同
じ
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
く
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。
清
輔

の
博
覧
強
記
ぷ
り
は
『
袋
草
紙
』
の
自
賛
談
に
多
く
窺
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
『
無
名
抄
』
に
も
、
勝
命
の
言
と
し
て
「
清
輔
朝
臣
、

歌
の
か
た
の
弘
才
は
、
か
た
を
な
ら
ぷ
る
人
な
し
」
と
見
え
る
と
お
り
な
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
歌
を
記
憶
し
て
い
た
の
は
弘
才

に
拠
る
だ
け
で
は
な
く
、
大
中
臣
家
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

　
以
上
、
述
べ
た
こ
と
は
大
中
臣
家
の
教
示
に
関
す
る
話
で
あ
る
が
、
同
家
に
関
し
て
失
敗
謹
や
批
判
的
口
吻
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い

こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。
『
袋
草
紙
』
に
は
、
人
の
失
敗
講
も
多
く
あ
り
、
重
代
歌
人
に
隈
っ
て
み
て
も
い
く
つ
か
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

　
　
俊
重
君
、
於
二
或
宮
原
一
談
二
女
房
－
干
レ
時
持
二
藤
花
刈
女
云
、
ソ
レ
ガ
ウ
ラ
バ
ト
云
々
。
俊
重
不
レ
知
二
其
故
一
黙
而
止
了
。
後
目
、
其
由

　
　
ヲ
語
二
厳
閤
－
俊
頼
云
、
後
撰
二
藤
ノ
ウ
ラ
バ
ノ
ウ
ラ
ト
ケ
テ
ト
云
歌
不
レ
知
歎
。
如
何
。
答
云
、
知
給
候
。
藤
ヲ
持
タ
ル
ヲ
見
テ
、

　
　
ソ
レ
ガ
ウ
ラ
バ
ト
云
ハ
、
非
二
件
歌
之
意
一
哉
。
如
レ
此
事
不
レ
能
レ
教
事
云
々
。
（
一
九
）

　
俊
重
は
源
俊
頼
男
で
、
経
信
　
俊
頼
－
俊
重
と
続
く
家
柄
で
、
俊
重
の
兄
弟
に
歌
林
苑
俊
恵
が
い
る
。
藤
の
花
を
持
っ
た
女
房
か
ら

『
袋
草
紙
』
に
見
え
る
大
申
臣
家
を
め
ぐ
っ
て

三
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四

「
そ
れ
が
う
ら
ば
の
」
と
詠
み
か
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
後
撰
集
・
春
下
の
「
は
る
目
さ
す
藤
の
う
ら
ば
の
う
ら
と
け
て
君
し

思
は
ば
我
も
た
の
ま
む
」
に
拠
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
は
源
氏
物
語
の
「
藤
裏
葉
」
に
も
「
御
時
よ
く
さ
う
ぞ
き
て
『
藤
の
う
ら
葉
の
』
と

う
ち
謂
じ
た
ま
へ
る
」
と
あ
り
、
巻
名
に
も
な
っ
て
い
る
く
ら
い
有
名
な
の
で
あ
る
。
女
房
は
俊
重
の
対
応
ぷ
り
を
見
た
く
て
「
そ
れ
が

う
ら
ば
の
」
と
わ
ざ
と
暖
昧
に
言
っ
た
。
俊
重
は
父
の
説
明
を
聞
い
て
「
は
る
目
さ
す
」
の
歌
な
ら
知
っ
て
い
た
と
答
え
る
の
で
あ
る

が
、
「
は
る
目
さ
す
」
の
歌
を
思
い
っ
い
て
適
切
な
応
対
を
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
は
、
父
は
「
此
レ
如
事
不

レ
能
レ
教
事
」
と
言
い
、
俊
重
の
不
堪
を
残
念
に
思
っ
て
い
る
。

　
い
ま
一
例
は
煩
を
厭
っ
て
簡
略
に
筋
だ
け
を
追
っ
て
み
る
と
、
増
珍
と
い
う
歌
の
家
に
生
ま
れ
た
僧
侶
が
い
た
。
彼
は
歌
に
不
堪
で
い

つ
も
代
作
で
ご
ま
か
し
て
い
た
が
、
あ
る
歌
会
の
時
に
彼
の
不
堪
を
暴
露
し
よ
う
と
し
て
あ
る
者
が
そ
の
場
に
な
っ
て
歌
題
を
変
え
た
た

め
恥
を
か
い
た
と
い
う
失
敗
講
で
あ
る
（
七
一
）
。
こ
の
増
珍
に
っ
い
て
は
、
「
重
代
」
と
あ
る
が
、
そ
の
系
譜
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ

る
。
彼
は
重
代
と
い
う
こ
と
で
歌
会
に
多
く
招
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け
当
時
重
代
の
者
が
尊
重
さ
れ
、
そ
し
て
重
代

の
失
敗
は
け
っ
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
い
っ
た
類
の
失
敗
講
は
大
中
臣
家
に
は
ま
っ
た
く
見
え
ず
、
逆
の
賞
賛
す
る
逸
話
が
数
多
く
見
え
る
こ
と
が
そ
の
特
徴
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
、

　
こ
こ
で
大
中
臣
家
の
杖
歌
に
関
す
る
話
を
取
り
挙
げ
て
お
こ
う
。

　
　
又
明
尊
僧
正
ノ
九
十
賀
ハ
宇
治
殿
ノ
セ
サ
セ
タ
マ
フ
ナ
リ
。
杖
歌
ハ
召
二
伊
勢
大
輔
｛

　
　
　
ヨ
ロ
ヅ
ヨ
ヲ
タ
ケ
ノ
ツ
ヱ
ニ
ゾ
チ
ギ
リ
ツ
ル
ヒ
サ
シ
ク
ツ
カ
ム
キ
、
・
・
ガ
タ
メ
ニ
ト

　
　
頼
基
ハ
承
平
中
宮
御
賀
枚
歌
ヲ
ヨ
ム
。
能
宣
ハ
大
入
道
殿
御
賀
ニ
ヨ
ム
。
二
代
勤
二
此
役
－
依
二
重
代
一
召
レ
之
。
（
中
略
）
枚
返
歌
ハ
前

　
　
律
師
慶
遅
歌
也
。
彼
僧
正
弟
子
也
。

　
　
　
キ
ミ
ヲ
イ
ノ
ル
ト
シ
ノ
ヒ
サ
シ
ク
ナ
リ
ヌ
レ
バ
オ
イ
ノ
サ
カ
ユ
ク
ツ
ェ
ゾ
ウ
レ
シ
キ

　
　
此
律
師
ハ
歌
仙
也
。
又
無
レ
極
聖
人
也
。
偏
欲
二
無
上
道
“
不
レ
思
二
名
利
－
而
為
二
凡
僧
一
事
傍
輩
柳
下
γ
之
。
百
目
間
籠
居
シ
テ
某
所
祈
レ

　
　
之
。
退
出
之
路
二
有
二
公
請
一
参
内
。
乍
二
高
座
上
一
宣
二
下
律
師
－
其
後
歴
二
十
ケ
貝
辞
退
云
々
。
又
観
念
ノ
上
人
也
。
金
色
ノ
阿
字
ヲ



　
　
前
懸
テ
、
墨
字
ノ
阿
字
ヲ
後
二
懸
観
也
。
墨
字
変
二
金
色
一
云
々
。
（
九
四
）

　
続
い
て
、
こ
の
後
に
伊
勢
大
輔
が
れ
い
の
「
い
に
し
へ
の
奈
良
の
都
の
八
重
桜
今
旧
九
重
に
匂
ひ
け
る
か
な
」
を
詠
ん
だ
話
が
あ
る
。

頼
基
が
中
宮
穏
子
の
五
十
賀
、
能
宣
が
藤
原
兼
家
の
六
十
賀
の
杖
歌
を
詠
ん
だ
前
例
に
傲
っ
て
、
伊
勢
大
輔
が
明
尊
僧
正
の
九
十
賀
の
杖

歌
を
作
っ
た
の
で
あ
り
、
大
輔
の
杖
歌
に
明
尊
の
弟
子
で
あ
る
慶
遷
が
返
歌
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
後
、
ま
っ
た
く
歌
と
は
関
係

な
く
、
慶
遷
の
高
僧
ぷ
り
を
示
す
逸
話
が
続
く
。
こ
れ
は
、
後
藤
祥
子
氏
が
「
慶
遅
に
か
な
り
筆
を
割
い
て
お
り
、
全
体
に
無
秩
序
な
逸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
5

脱
の
印
象
が
強
い
」
と
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
『
袋
草
紙
』
は
そ
も
そ
も
歌
学
書
で
あ
り
、
「
雑
談
」
部
は
お
よ
そ
和
歌
説
話
で
占

め
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
こ
こ
で
、
．
僧
侶
が
『
袋
草
紙
』
1
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
を
、
慶
運
と
同
じ
く
高
僧
に

関
す
る
話
か
ら
取
り
挙
げ
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
最
初
は
真
如
院
僧
都
公
円
の
話
で
あ
る
。
筋
だ
け
を
追
っ
て
い
く
と
、
公
円
は
藤
原
定
頼

（
公
任
男
）
の
孫
で
あ
り
、
あ
る
少
年
と
親
し
く
交
際
し
て
い
た
。
そ
の
少
年
は
歌
に
不
堪
で
あ
り
、
い
つ
も
公
円
が
代
作
し
て
い
た
。

あ
る
所
の
歌
会
で
、
「
山
家
秋
月
」
と
い
う
題
で
出
さ
れ
て
困
っ
て
い
た
少
年
に
代
っ
て
「
い
か
ば
か
り
寂
し
か
ら
ま
し
山
里
の
月
さ
へ

す
ま
ぬ
こ
の
よ
な
り
せ
ば
」
と
詠
み
、
そ
の
少
年
は
歌
仙
の
評
判
を
一
層
上
げ
た
と
い
う
（
七
〇
）
。
重
代
歌
人
の
逸
話
だ
と
も
言
え
よ

う
。
い
ま
一
例
挙
げ
て
み
る
と
、
こ
れ
は
恵
心
僧
都
の
有
名
な
話
で
あ
る
。

　
　
恵
心
僧
都
・
ハ
、
和
歌
ハ
狸
言
縞
語
也
ト
テ
不
二
読
給
一
ケ
ル
ヲ
、
恵
心
院
ニ
テ
“
ア
ケ
ボ
ノ
ニ
水
ウ
ミ
ヲ
眺
望
シ
タ
マ
ウ
ニ
、
ヲ
キ
ョ

　
　
リ
船
ノ
ユ
ク
ヲ
ミ
テ
、
或
人
コ
ギ
ュ
ク
舟
ノ
ア
ト
ノ
シ
ラ
ナ
ミ
ト
云
歌
ヲ
詠
ジ
ケ
ル
ヲ
キ
・
テ
、
メ
デ
タ
マ
イ
テ
、
和
歌
ハ
観
念
ノ

　
　
助
縁
ト
ナ
リ
ヌ
ベ
カ
リ
ケ
リ
ト
テ
、
其
ヨ
リ
読
給
ト
云
々
。
サ
テ
、
廿
八
晶
井
十
楽
歌
ナ
ド
モ
其
後
読
給
云
々
。
（
八
二
）

　
こ
の
話
も
歌
と
結
び
っ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
こ
の
後
に
慶
遅
の
よ
う
な
逸
脱
し
た
話
は
付
加
さ
れ
な
い
。
こ
と

に
恵
心
に
っ
い
て
は
付
加
さ
れ
る
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。
僧
侶
に
関
す
る
話
の
中
で
、
前

出
の
増
珍
に
つ
い
て
は
、
・
逸
語
が
付
加
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
前
述
の
話
に
続
い
て
次
の
よ
う
な
怪
異
謹
が
見
ら
れ
る
刈
増
珍
が
法
事
に
招

か
れ
て
行
っ
た
が
、
ど
う
も
様
子
が
変
な
の
で
法
事
は
適
当
に
切
り
上
げ
て
帰
っ
て
行
っ
た
。
自
坊
で
お
布
施
を
開
け
て
見
た
と
こ
ろ
、

牛
馬
の
骨
で
あ
り
、
法
事
を
執
行
し
た
堂
は
草
の
茂
っ
た
空
地
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
狐
の
仕
業
だ
と
分
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
増
珍

が
神
分
を
し
た
時
に
灯
明
の
光
が
黄
色
に
変
り
、
御
簾
の
中
が
騒
々
し
く
な
っ
た
の
は
尊
い
こ
と
だ
と
清
輔
は
好
意
的
に
扱
っ
て
い
る
点

　
　
『
袋
草
紙
』
．
に
見
え
る
大
中
臣
家
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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も
あ
る
が
、
や
は
り
こ
れ
は
僧
が
謹
か
さ
れ
た
話
で
あ
る
の
で
、
増
珍
が
「
為
二
恥
辱
一
秘
ン
之
」
と
い
う
の
も
肯
定
で
き
よ
う
。
前
律
師

慶
運
は
歌
仙
で
あ
り
（
後
拾
遺
集
に
四
首
、
金
葉
集
・
千
載
集
。
新
古
今
集
に
各
一
首
入
集
。
連
歌
を
得
意
と
す
る
）
、
高
徳
ぷ
り
を
示

す
話
が
付
加
さ
れ
、
こ
の
増
珍
は
歌
に
不
堪
で
あ
り
、
「
無
二
止
事
一
学
生
」
と
書
か
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
僧
位
は
示
さ
れ
ず
、
証
か
さ

れ
た
逸
話
が
付
加
さ
れ
、
お
よ
そ
二
人
は
対
照
的
で
あ
る
こ
と
に
一
応
注
意
し
て
お
き
た
い
。

　
僧
侶
で
は
な
い
が
、
慶
遷
と
同
じ
よ
う
な
形
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
者
に
輔
親
が
い
る
。

　
　
能
宣
逝
去
之
後
、
四
十
九
目
中
二
、
叙
爵
ニ
テ
侍
之
由
、
輔
親
許
へ
（
筆
者
注
、
大
江
匡
衡
ガ
）
イ
ヒ
ツ
カ
ハ
ス
ト
テ

　
　
　
イ
ロ
く
一
オ
モ
ヒ
ヤ
ル
カ
ナ
ス
ミ
ゾ
メ
ノ
タ
モ
ト
モ
ア
ケ
ニ
ナ
レ
ル
ナ
ミ
ダ
ヲ

　
　
返
事
云
、

　
　
　
ス
ミ
ゾ
メ
ニ
ア
ケ
ノ
衣
ヲ
カ
サ
ネ
キ
テ
ナ
ミ
ダ
ノ
イ
ロ
ノ
フ
タ
ツ
ナ
ル
カ
ナ

　
　
輔
親
ハ
、
長
元
七
年
十
一
月
五
目
叙
三
位
、
十
月
柑
目
殊
勅
以
二
神
室
奉
二
伊
勢
一
使
ニ
テ
、
帰
参
シ
テ
、
献
二
碧
珠
一
穎
－
於
二
神
宮
一

　
　
奉
二
仕
御
祈
一
之
間
、
自
然
在
二
宝
殿
前
樹
一
云
々
。
此
賞
也
。
但
、
同
九
年
、
後
一
条
院
崩
御
云
々
。
輔
親
ハ
、
長
暦
二
年
正
月
、
為

　
　
二
月
次
輿
下
二
伊
勢
之
時
、
於
二
途
中
一
卒
去
云
々
。
（
一
〇
〇
）

　
叙
爵
に
関
す
る
歌
の
贈
答
か
ら
叙
位
等
の
話
が
引
き
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
付
加
さ
れ
た
話
は
こ
こ
に
お
い
て
必
要
の
な
い

こ
と
池
慶
遷
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
後
、

　
　
義
忠
ハ
、
為
二
大
和
守
一
之
時
、
遊
二
浮
吉
野
河
一
之
問
、
入
レ
水
死
去
云
々
。

と
続
き
、
輔
親
の
客
死
と
い
う
関
係
で
藤
原
義
忠
（
『
袋
草
紙
』
に
多
く
見
え
る
）
の
客
死
を
持
ち
出
し
た
も
の
か
。
こ
れ
に
続
い
て
、

赤
染
衛
門
の
姉
妹
が
木
霊
に
証
か
さ
れ
た
話
が
あ
る
。
次
に
赤
染
の
「
や
す
ら
は
で
寝
な
ま
し
も
の
を
小
夜
ふ
け
て
傾
く
ま
で
の
月
を
見

し
か
な
」
と
い
う
歌
が
、
赤
染
の
姉
妹
の
関
係
で
赤
染
の
歌
に
及
ん
だ
だ
け
で
、
歌
自
体
は
何
の
脈
絡
も
な
く
見
え
、
こ
の
後
、
赤
染
の

実
父
が
講
で
あ
る
か
を
巡
る
語
が
あ
る
。
赤
染
の
歌
、
そ
れ
に
続
い
て
彼
女
の
逸
話
と
い
う
書
き
方
は
、
今
ま
で
の
慶
遅
や
輔
親
の
そ
れ

に
よ
く
似
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
続
い
て
歌
と
は
結
び
っ
か
な
い
素
性
法
師
の
出
家
と
い
う
よ
う
に
、
主
と
し
て
こ
う
い
っ
た
語
が
続

く
の
で
あ
る
。
輔
親
の
話
が
引
き
金
と
な
っ
て
、
こ
う
い
う
話
が
集
中
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。



，
こ
の
よ
う
に
、
歌
と
結
び
っ
か
な
い
話
を
す
べ
て
挙
げ
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
今
慶
遷
に
戻
っ
て
み
よ
う
、
慶
遷
は
『
勅
撰
作

者
部
類
』
に
「
叡
山
律
師
。
宇
佐
大
宮
司
公
宣
子
」
、
興
福
寺
本
『
僧
綱
補
任
』
に
「
伊
勢
国
人
、
伯
輔
親
養
子
」
、
『
僧
綱
補
任
抄
出
』

に
「
祭
主
輔
親
子
。
号
二
百
光
房
㍉
養
子
云
云
」
と
見
え
、
慶
遷
は
大
中
臣
輔
親
の
養
子
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
父
子
が
と
も

に
逸
脱
し
た
形
で
事
蹟
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
け
っ
し
て
多
く
は
な
い
歌
と
結
び
っ
か
な
い
話
の
中
で
、
こ
の
こ
と
は
偶
然

の
符
号
で
あ
ろ
う
か
。
清
輔
は
栄
あ
る
杖
歌
に
関
す
る
話
の
中
で
、
大
中
臣
家
の
一
族
で
あ
る
慶
運
も
引
き
立
た
せ
る
べ
く
、
彼
の
高
徳

ぷ
り
を
述
べ
て
お
き
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
じ
よ
う
に
歌
の
家
柄
で
あ
る
増
珍
の
失
敗
講
を
挙
げ
た
の
も
、
慶
遷
を
目
立
た
せ
る
こ

と
に
ね
ら
い
が
あ
っ
た
と
い
ま
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
輔
親
の
語
に
し
て
も
、
頼
基
の
極
位
は
従
四
位
下
、
能

宣
は
正
四
位
上
、
そ
し
て
輔
親
に
な
っ
て
は
じ
め
て
正
三
位
と
い
う
高
位
に
昇
っ
た
経
緯
を
ぜ
ひ
と
も
紹
介
し
て
お
き
た
か
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
大
中
臣
家
に
関
す
る
話
は
多
く
取
り
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
い
わ
ば
大
中
臣
家
を
際
立
た

せ
る
も
の
ば
か
り
だ
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
理
由
を
次
に
考
え
て
い
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
二

六
条
藤
家
は
大
中
臣
家
と
遠
縁
関
係
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
高
階
成
煩
　
　
－
伯
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
大
中
臣
輔
親
－
伊
勢
大
輔
　
　
－
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
経
平

　
　
　
　
　
　
藤
原
為
盛
－
親
国
－
親
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
隆
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
伊
守
兼
弘
－
女

　
『
袋
草
紙
』
に
見
え
る
大
中
臣
家
を
め
ぐ
っ
て

関
係
系
図
を
摘
記
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
通
宗
－
女

－
通
俊

女二
顕
季

隆
忠

L
　
尊
卑
分
脈
に
拠
る
、

λ
　
通
宗
。
通
俊
の
実
母
は
尊
卑
分
脈
や

　
通
説
に
拠
り
、
成
順
女
と
す
る
。

七
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通
宗
は
歌
仙
で
あ
り
、
通
俊
は
後
拾
遺
集
撰
者
と
い
う
よ
う
に
歌
に
も
勝
れ
、
加
え
て
名
門
小
野
宮
流
に
属
し
、
彼
ら
は
藤
原
実
資
の

曽
孫
に
当
る
家
柄
で
も
あ
る
。
二
人
の
父
経
平
は
白
河
院
の
有
力
な
近
臣
で
あ
み
。
清
輔
の
祖
父
顕
季
は
経
平
女
と
の
婚
姻
に
よ
っ
て
通

宗
や
通
俊
と
義
兄
弟
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
六
条
藤
家
は
大
中
臣
家
と
も
親
戚
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
顕
季
の
異
母
弟
隆
忠
が
通

宗
女
と
結
婚
し
て
い
る
こ
と
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。
顕
季
の
結
婚
に
よ
っ
て
二
人
の
婚
姻
も
成
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
個
人
の
立
場
が
重

ん
じ
ら
れ
ず
、
家
同
士
の
婚
姻
が
普
通
で
あ
っ
た
時
代
で
あ
る
か
ら
、
で
き
る
だ
け
気
心
の
知
れ
た
家
や
親
戚
関
係
に
あ
る
家
の
者
を
選

ぷ
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
っ
て
お
互
い
の
家
の
緒
び
っ
き
を
強
固
に
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
顕
季
の
結
婚
を
考
え
て
み
よ
う
。
顕
季
と
経
平
女
の
結
び
っ
き
に
つ
い
て
、
川
上
新
一
郎
氏
は
顕
季
室
の
経
平
女
と
藤
原
実
季

室
（
経
平
女
で
あ
る
が
、
顕
季
室
と
同
母
か
ど
う
か
不
明
）
が
姉
妹
に
な
る
の
で
、
閑
院
実
季
を
介
し
て
で
は
な
い
か
と
し
、
さ
ら
に
、

「
経
平
は
白
河
院
に
近
く
、
顕
季
室
の
姉
妹
で
あ
る
典
侍
経
子
は
、
長
実
（
筆
者
注
、
顕
季
長
男
。
母
は
経
平
女
）
と
同
い
年
の
白
河
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
6

子
寛
行
法
親
王
を
生
ん
で
い
る
か
ら
、
こ
の
線
か
ら
の
関
係
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
可
能
性
も
示
し
て
お
ら
れ
み
。
後
者
の
考

え
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
白
河
院
が
介
在
し
て
い
た
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
実
季
や
院
の
介
在
が
た
と
え
あ
っ
た
と
し
て

も
、
顕
季
の
母
親
子
の
意
思
が
働
い
て
い
た
の
．
で
は
な
い
か
と
私
は
思
う
。
親
子
（
一
〇
二
一
～
九
三
年
）
は
白
河
院
の
有
力
な
乳
母
で

あ
り
、
経
平
（
一
〇
一
四
～
九
一
年
）
は
院
の
有
力
な
近
臣
で
、
経
平
女
の
経
子
が
院
の
子
を
儲
け
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
親
子
と
経
平

は
ほ
ぼ
同
年
齢
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
よ
く
知
り
合
っ
た
間
柄
で
あ
っ
た
と
思
う
／
ま
た
、
経
平
が
名
門
の
出
で
あ
る
こ
と
も
親
子
を
動

か
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
親
子
と
大
中
臣
家
と
の
関
係
も
無
視
で
き
な
い
。
長
和
二
（
一
〇
ニ
ニ
）
年
三
月

三
十
目
に
石
清
水
八
幡
宮
の
臨
時
祭
が
行
わ
れ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
前
大
和
守
景
斉
、
前
加
賀
守
兼
澄
、
斎
主
輔
親
、
前
加
賀
守
為

盛
、
成
順
朝
臣
、
雑
色
懐
信
が
同
道
し
て
祭
の
見
物
に
出
か
け
た
が
、
藤
原
能
信
の
車
が
近
づ
い
て
来
て
、
能
信
方
の
従
者
が
輔
親
や
懐

后
を
車
か
ら
引
き
ず
り
落
と
し
た
り
、
景
斉
や
兼
澄
に
投
石
し
た
り
の
乱
暴
狼
籍
を
働
い
た
た
め
、
為
盛
や
成
順
は
車
か
ら
降
り
て
逃
げ

去
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
（
『
小
右
記
』
）
。
為
盛
は
親
子
の
父
方
の
祖
父
で
あ
る
」
為
盛
と
同
行
し
て
い
た
「
斎
主
輔
親
」
は
大
中
臣
輔

親
、
「
成
順
朝
臣
」
は
高
階
成
順
で
あ
る
一
輔
親
と
成
順
に
っ
い
て
は
、
長
和
二
年
の
時
点
で
輔
親
女
と
成
順
が
結
婚
し
て
い
た
か
ど
う
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か
明
ら
か
で
な
い
。
そ
し
て
、
為
盛
と
輔
親
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
為
盛
は
藤
原
安
親
男
で
母
は
越
後
守
藤
原
清
兼
女
。
（
尊
卑
分
脈
）
、



輔
親
の
母
も
越
後
守
藤
原
清
兼
女
で
あ
り
（
『
中
古
歌
仙
三
十
六
人
伝
』
）
、
二
人
の
母
が
姉
妹
と
す
れ
ば
、
為
盛
と
輔
親
は
従
兄
弟
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
『
系
図
纂
要
』
所
収
の
「
大
中
臣
氏
系
図
」
を
見
る
と
、
輔
親
の
娘
と
し
て
、
伊
勢
大
輔
以
外
に
「
大
和
守
親

国
妻
」
も
挙
げ
る
（
尊
卑
分
脈
に
は
、
こ
の
こ
と
見
え
な
い
）
。
こ
の
親
国
は
為
盛
男
で
親
子
の
父
で
あ
る
。
親
子
の
母
は
後
述
す
る
よ

う
に
高
階
光
衡
女
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
輔
親
の
娘
は
義
母
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
為
盛
と
輔
親
は
従
兄
弟
同
士
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
親

し
い
間
柄
に
あ
り
、
そ
の
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
子
供
同
士
を
結
婚
さ
せ
る
ほ
ど
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
親
子
に
と
っ
て
大
中
臣
家
は
非
常
に
身
近
な
存
在
な
の
で
あ
る
。
子
息
の
結
婚
に
際
し
て
も
、
大
中
臣
家

一
族
の
経
平
女
と
の
婚
姻
は
積
極
的
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
大
中
臣
家
は
こ
の
時
点
で
、
頼
基
－
能
宣
－
輔
親
－
伊
勢
大

輔
と
続
ぐ
歌
の
家
と
し
て
既
に
一
家
を
成
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
．
親
子
の
夫
隆
経
は
後
拾
遺
集
に
三
首
、
金
葉
集
に
二
首
、
詞
花
集
に

一
首
入
集
す
る
歌
人
で
あ
り
、
『
和
歌
現
在
書
目
録
』
に
「
三
巻
撰
（
中
下
隆
経
朝
臣
撰
之
）
」
と
見
え
る
な
ど
、
歌
学
者
的
な
面
も
持
ち

合
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
清
輔
が
、
隆
経
と
顕
季
が
後
拾
遺
集
、
顕
輔
が
金
葉
集
の
作
者
と
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼

は
勅
撰
集
入
集
歌
人
と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
「
四
代
之
箕
嚢
至
二
予
之
時
閾
レ
之
、
遺
恨
云
々
」
（
『
袋
草
紙
』
五
九
）
と
嘆
い
て
い
る
こ

と
か
ら
し
て
も
、
六
条
藤
家
の
祖
と
し
て
隆
経
を
仰
い
で
い
る
。
井
上
宗
雄
氏
が
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
決
し
て
大
き
な
存
在
で
は
な
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か
っ
た
が
、
隆
経
の
、
歌
の
家
六
条
家
形
成
に
果
し
た
役
割
は
皆
無
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
顕
季
の
将
来

を
考
え
て
も
、
重
代
歌
人
と
姻
戚
で
あ
る
こ
と
は
良
策
で
あ
る
。
通
宗
と
の
ち
後
拾
遺
集
撰
者
に
な
る
通
俊
が
顕
季
の
義
兄
弟
に
な
る
こ

と
も
、
こ
の
面
に
お
い
て
都
合
が
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
親
子
は
顕
季
の
結
婚
相
手
と
し
て
経
平
女
を
望
ん
だ
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
因
み
に
、
顕
季
の
誕
生
は
天
喜
三

（
一
〇
五
五
）
年
で
、
顕
季
の
長
男
長
実
（
経
平
女
腹
）
の
出
生
が
承
保
二
（
一
〇
七
五
）
年
で
あ
り
、
時
に
親
子
は
五
十
五
歳
で
あ
る

（
親
子
の
享
年
は
七
十
三
歳
）
。

　
最
後
に
、
親
子
・
顕
季
時
代
の
大
中
臣
家
と
の
親
し
い
間
柄
を
窺
わ
せ
る
も
の
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
寛
治
五
（
一
〇
九
一
）
年
十
月
十

三
目
に
白
河
堂
に
お
い
て
「
従
二
位
藤
原
親
子
草
子
合
」
が
催
さ
れ
た
。
こ
の
年
は
親
子
が
莞
ず
る
二
年
前
で
あ
り
、
出
家
し
て
尼
に
な

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
実
質
的
な
主
催
者
は
顕
季
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
歌
の
作
者
の
顔
ぷ
れ
を
見
る
と
、
顕
季
、
藤
原
長

　
　
『
袋
草
紙
』
に
見
え
る
大
中
臣
家
を
め
ぐ
っ
て
九



　
芦
　
　
　
田
　
　
耕
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

実
、
津
守
国
基
、
源
俊
兼
、
橘
成
元
、
源
清
長
、
宣
源
法
師
、
藤
原
公
実
、
伯
母
、
素
意
法
師
、
左
衛
門
督
の
十
一
名
で
あ
る
。
左
衛
門
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注
9

督
に
っ
い
て
は
、
萩
谷
朴
氏
は
権
中
麹
言
源
資
綱
の
長
男
家
賢
で
は
な
い
か
と
す
ざ
、
い
ま
こ
の
出
詠
歌
人
を
萩
谷
氏
に
従
っ
て
簡
酪
に

系
譜
化
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
、
左
衛
門
督
は
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
。

□
箏
長
一

二
　
　
　
　
　
宗
通

俊
家

　
　
　
　
　
　
　
　
厨
固

経
通
－
□
群
女

　
　
　
　
　
　
　
　
二

隆
経

女

厨
季

長
実

21

実親
季子

一
公
実

ワ
ク
を
付
し
た
の
は
、
出
詠
歌
人
で
あ
る
。

経
伸
は
の
ち
源
経
房
の
養
子
と
な
り
、
源
姓

と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
0

　
顕
季
は
延
久
四
（
一
〇
七
二
）
年
こ
ろ
に
実
季
の
猶
子
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
十
一
名
の
う
ち
五
名
が
親
子
と
系
譜
上
何
ら

か
の
関
係
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
萩
谷
氏
は
「
従
二
位
親
子
を
中
心
に
親
類
縁
者
た
ち
が
集
ま
っ
て
催
し
た
、
花
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
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か
で
は
あ
る
が
私
的
の
催
し
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
確
か
に
そ
う
い
う
面
を
も
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
補
足
し
て
お
き

た
い
の
は
、
出
詠
歌
人
の
伯
母
と
素
意
法
師
が
と
も
に
輔
親
の
孫
に
当
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
伯
母
は
成
順
と
伊
勢
大
輔
と
の
娘
で
あ

り
、
’
「
六
代
相
伝
之
歌
人
」
で
あ
る
。
本
歌
合
当
時
、
伯
母
が
大
中
臣
家
を
代
表
す
る
歌
人
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
素
意
法
師

は
父
藤
原
重
ヂ
、
母
は
輔
親
女
（
母
は
不
明
）
で
あ
り
、
一
宮
紀
伊
と
結
婚
し
て
紀
伊
入
道
素
意
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
親
類
縁
者
が
集
ま

っ
た
私
的
な
こ
の
歌
合
に
こ
の
二
人
が
出
詠
し
て
い
る
こ
と
は
親
子
母
子
と
大
中
臣
家
と
の
親
密
な
関
係
を
物
語
る
も
の
に
他
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
顕
季
と
経
平
女
が
既
に
結
婚
し
て
い
る
（
前
述
。
一
〇
七
五
年
以
前
）
の
で
、
こ
れ
は
顕
季
が
大
中
臣
家
と
姻
戚
関
係
を
も
っ

た
こ
と
に
拠
る
の
で
あ
ろ
う
。



三

　
六
条
藤
家
を
考
え
る
に
際
し
て
、
高
階
家
も
け
っ
し
て
無
視
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
親
子
の
母
親
に
っ
い
て
は
、
陽
明
文
庫
本
『
後
拾

遺
集
』
勘
物
に
「
従
三
位
親
子
、
当
今
御
乳
母
、
前
大
和
守
従
四
位
下
親
国
女
、
母
伊
豆
守
従
五
位
上
高
階
光
衡
女
、
閑
院
贈
太
政
大
臣

（
筆
者
注
、
藤
原
能
信
）
家
女
房
、
号
二
小
大
夫
一
」
と
見
え
、
高
階
家
の
出
な
の
で
あ
る
。
こ
の
高
階
光
衡
な
る
人
物
は
系
図
類
等
の
他

の
資
料
に
ま
っ
た
く
見
え
ず
不
明
と
い
う
他
な
い
。
た
だ
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
顕
季
の
結
婚
に
よ
っ
て
大
中
臣
家
だ
け

で
は
な
く
高
階
家
と
も
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
は
、
親
子
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
親
子
の
孫
顕
輔
が
高
階
能
遠
女
と
結
婚
し
て
清
輔
ら
の
親
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
閑
却
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。
井
上
氏
に
拠

っ
て
、
能
遠
の
経
歴
を
窺
う
と
、
「
魚
魯
愚
抄
巻
一
に
よ
る
と
、
応
徳
二
年
（
筆
者
注
、
　
一
〇
八
五
年
）
正
月
廿
七
日
散
位
従
五
位
上
。

既
に
六
位
蔵
人
を
勤
め
た
の
で
周
防
・
能
登
等
の
国
司
を
望
み
、
後
二
条
師
通
記
に
よ
っ
て
能
登
守
と
な
■
っ
た
事
が
窺
わ
れ
る
。
な
お
永

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
u

久
二
、
三
年
頃
長
門
守
紳
右
」
で
叡
る
。
少
し
補
足
し
て
お
く
と
、
能
登
守
と
な
っ
て
赴
任
し
た
の
は
、
『
為
房
卿
記
』
に
拠
れ
ば
応
徳

二
年
九
月
二
十
九
目
の
由
で
あ
り
（
『
史
料
綜
覧
』
）
、
そ
の
四
目
前
の
二
十
五
目
に
「
能
遼
罷
申
也
」
と
、
師
通
に
暇
乞
い
を
し
て
い
る

（
『
後
二
条
師
通
記
』
）
。
長
門
守
に
つ
い
て
は
、
『
殿
暦
』
永
久
二
（
二
一
四
）
年
七
月
二
十
八
目
条
に
、
長
門
守
能
遠
を
し
て
春
目
杜

を
修
理
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
見
え
、
こ
の
時
す
で
に
長
門
守
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
典
型
的
な
受
領
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
能
遠
は
高
階
家
の
系
譜
に
は
ま
っ
た
く
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
能
遠
は
ど
の
あ
た
り
の
人
物
で
あ
る
か
を
検
討
し
て

い
こ
う
。
尊
卑
分
脈
の
高
階
氏
系
図
か
ら
摘
記
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
こ
れ
は
高
階
家
に
隈
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
共
通
し
た
字
を
使
用
し
た
名
前
が
多
い
こ
と
に
気
付
く
。
し
か
も
父
子
に
は
限
っ
て
い

な
い
の
で
あ
る
、
「
為
章
、
宗
章
、
盛
章
」
は
三
代
に
わ
た
っ
て
お
り
、
「
為
家
、
為
章
、
為
遠
」
「
成
章
、
章
行
、
章
親
」
な
ど
は
父
子

で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
一
般
的
な
命
名
法
で
あ
る
。
こ
れ
ら
以
外
に
、
永
業
は
業
遠
、
業
敏
父
子
に
、
敦
遠
、
為
遠
は
業
遠
に
お
の
お
の
因

ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
や
や
遠
い
親
類
や
曽
祖
父
に
拠
る
命
名
で
あ
る
。
問
題
に
し
て
い
る
能
遠
に
っ
い
て
は
、
「
能
」
を
も

『
袋
草
紙
』
に
見
え
る
大
中
臣
家
を
め
ぐ
っ
て



芦
　
　
　
田
　
　
　
耕

1
成
忠
　
　
明
順

1
敏
忠
　
　
業
遠
1

成
順
　
　
水
業

1
業
†
□
詩
経
敏

成
章

－
章
行

章
親
　
　
敦
遠

1
為
家
　
　
為
章
　
　
宗
章

　
　
　
「
為
遠
家
行

盛
章

二
一

っ
人
名
が
見
当
ら
ず
、
「
遠
」
の
字
を
手
が
か
り
に
す
る
と
、
漢
然
と
は
し
て
い
る
が
、
業
遠
の
子
孫
あ
た
り
に
ふ
さ
わ
し
い
人
名
と
い

う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
も
う
少
し
狭
め
る
た
め
に
、
年
齢
を
考
慮
に
入
れ
よ
う
。
顕
輔
と
能
遠
女
と
の
間
に
生
ま
れ
た
次
男
清
輔
は
長

治
元
（
一
一
〇
四
）
年
生
と
さ
れ
て
お
り
、
顕
輔
は
寛
治
四
（
一
〇
九
〇
）
年
生
の
時
に
十
五
歳
で
あ
る
。
能
遠
女
を
顕
輔
と
同
年
齢
と

い
ま
仮
り
に
し
て
お
こ
う
。
そ
し
て
能
遠
が
応
徳
二
（
一
〇
八
五
）
年
に
従
五
位
上
で
あ
る
の
で
、
能
遠
は
若
く
見
積
っ
て
一
〇
五
五
年

こ
ろ
の
生
ま
れ
と
仮
定
し
て
み
る
。
業
遠
の
子
孫
の
う
ち
　
　
生
没
年
不
詳
の
者
が
多
い
　
　
、
為
家
の
生
年
は
一
〇
三
八
年
で
あ
り

（
後
述
）
、
そ
の
男
為
章
は
康
和
五
（
二
〇
三
）
年
十
二
月
二
十
目
に
四
十
五
歳
で
卒
し
て
い
る
（
『
本
朝
世
紀
』
、
『
系
図
纂
要
』
所
収

「
高
階
氏
系
図
」
）
の
で
、
一
〇
五
九
年
生
ま
れ
と
な
る
。
為
章
の
弟
為
遠
は
生
没
年
未
詳
で
あ
る
が
、
た
だ
、
入
内
予
定
の
待
賢
門
院
璋

子
の
職
事
が
永
久
五
（
一
一
一
七
）
年
十
一
月
二
十
六
目
に
決
定
さ
れ
、
「
従
四
位
上
丹
後
守
高
階
朝
臣
為
遠
」
が
政
所
別
当
に
任
ぜ
ら

れ
て
お
り
（
『
台
記
別
記
』
久
安
四
（
一
一
四
八
）
年
八
月
十
四
目
条
）
、
そ
の
活
躍
時
期
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
為
章
の
年
齢
と
考
え

合
わ
せ
て
も
何
ら
不
審
な
こ
と
は
な
い
。
為
章
ら
の
従
兄
弟
に
当
る
敦
遠
は
生
没
年
ま
っ
た
く
不
詳
で
あ
る
が
（
章
親
の
子
息
は
敦
遠
し

か
見
え
ず
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
致
遠
の
生
年
を
推
測
で
き
な
い
）
、
為
章
ら
と
そ
ん
な
に
大
き
く
は
開
い
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
能
遠
は

一
〇
五
五
年
こ
ろ
の
生
ま
れ
と
仮
定
し
た
な
ら
ば
、
彼
は
為
章
、
為
遠
、
敦
遠
ら
と
ほ
ぼ
同
世
代
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
次
に
、
人
間
関
係
で
も
っ
て
述
べ
て
み
よ
う
。
為
章
、
為
遠
の
父
為
家
と
顕
季
は
と
も
に
白
河
院
の
近
臣
で
あ
る
。
為
家
は
、
『
中
右



記
』
嘉
承
元
（
二
〇
六
）
年
十
一
月
十
六
日
条
に
「
為
家
者
、
故
成
章
大
弐
男
、
…
…
位
至
二
正
下
四
位
｛
為
二
院
別
当
一
」
と
見
え
、
院

の
別
当
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
為
章
に
つ
い
て
は
、
『
本
朝
世
紀
』
康
和
五
（
二
〇
三
）
年
十
二
月
二
十
目
条
の
為
章
卒
伝
に
「
為
章
者
。

白
河
法
皇
寵
遇
之
人
也
。
子
レ
時
因
幡
守
藤
原
隆
時
、
同
為
二
近
臣
－
世
語
二
寵
臣
一
者
。
称
二
此
二
人
一
而
已
」
と
あ
り
、
父
子
と
も
ど
も
院

の
側
近
や
寵
臣
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
一
方
、
顕
季
は
院
の
乳
母
子
と
い
う
関
係
か
ら
、
院
に
な
っ
た
応
徳
三
（
一
〇
八

六
）
年
十
一
月
二
十
六
日
に
、
院
の
生
母
の
兄
藤
原
実
季
、
実
季
の
三
男
仲
実
、
大
江
匡
房
ら
と
と
も
に
院
の
別
当
に
補
せ
ら
れ
、
終
生

こ
れ
を
勤
め
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
、
こ
の
よ
う
に
、
為
家
と
顕
季
は
同
僚
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
関
係
か
ら
す
れ
ば
、
為
家
や
顕
季
の

親
戚
あ
る
い
は
子
息
な
ど
の
結
婚
は
十
分
に
あ
り
う
る
の
で
あ
り
、
顕
輔
と
能
遠
女
が
現
に
結
婚
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
能
遠
は

為
家
と
血
縁
的
に
近
い
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
。
為
家
は
嘉
承
元
（
一
一
〇
六
）
年
十
一
月
十
七
目
に
六
十
九
歳
で
卒

し
て
お
り
（
『
中
右
記
』
）
、
生
年
は
一
〇
三
八
年
で
あ
り
、
顕
季
は
一
〇
五
五
年
生
ま
れ
で
あ
る
。
為
家
の
子
息
と
ほ
ぼ
同
世
代
の
能
遠

（
一
〇
五
五
年
こ
ろ
の
生
ま
れ
）
の
娘
と
顕
輔
（
一
〇
九
〇
年
の
生
ま
れ
）
の
結
婚
は
年
時
的
に
み
て
何
ら
不
都
合
は
な
い
。
清
輔
が
生

ま
れ
た
一
一
〇
四
年
に
は
、
顕
季
（
一
一
二
三
年
卒
）
と
為
家
（
一
一
〇
六
年
卒
）
は
と
も
に
健
在
で
あ
る
。

　
な
お
、
為
家
家
と
六
条
藤
家
と
の
関
係
は
院
の
近
臣
と
し
て
そ
の
後
も
続
き
、
待
賢
門
院
璋
子
の
入
内
に
際
し
て
の
職
事
が
永
久
五

（
二
一
七
）
年
十
一
月
二
十
六
目
に
決
定
さ
れ
た
が
、
顕
季
男
の
長
実
、
家
保
、
顕
輔
や
為
遠
、
宗
章
（
為
遠
の
甥
）
な
ど
が
政
所
別

当
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
『
台
記
別
記
』
久
安
四
年
八
月
十
四
目
条
）
。

－
以
上
の
よ
う
に
、
名
前
と
年
齢
と
人
間
関
係
の
点
か
ら
み
て
、
清
輔
の
母
方
の
祖
父
高
階
能
遠
は
業
遠
の
子
孫
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
、
特
に
為
家
に
血
縁
的
に
近
い
関
係
に
あ
る
人
物
で
は
な
い
か
と
考
え
て
み
た
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
能
遠
は
大
中
臣
家
の

婿
で
あ
る
成
順
と
は
同
じ
流
れ
を
汲
む
家
系
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
六
条
藤
家
と
大
中
臣
家
、
高
階
家
の
関
係
を
見
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

　
『
袋
草
紙
」
に
見
え
る
申
大
臣
家
を
め
ぐ
っ
て

親
子
の
母
が
高
階
光
衡
女
、
清
輔
の
母
が
高
階

二
二



芦
　
　
　
田
　
　
　
耕

一
四

能
遠
女
で
あ
り
、
血
縁
的
に
は
高
階
家
と
の
結
び
づ
き
の
方
が
強
い
。
大
中
臣
家
に
つ
い
て
は
、
こ
の
能
遠
と
同
じ
家
系
と
思
わ
れ
る
成

順
と
伊
勢
大
輔
夫
妻
に
婿
取
ら
れ
た
経
平
の
娘
と
顕
季
が
結
婚
し
、
そ
し
て
こ
れ
に
よ
っ
て
顕
季
は
通
宗
、
通
俊
と
義
兄
弟
に
な
っ
た
。

ま
た
、
顕
季
は
清
輔
が
二
十
歳
の
時
ま
で
健
在
で
あ
り
、
こ
の
祖
父
を
通
し
て
大
中
臣
家
の
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ
聞
き
知
っ
て
い
た
こ
と

は
十
分
に
考
え
ら
れ
、
清
輔
に
と
っ
て
大
中
臣
家
も
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
血
縁
関
係
に
加
え

て
、
大
中
臣
家
は
「
六
代
相
伝
之
歌
人
」
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
『
能
宣
集
』
に
、

　
　
そ
れ
三
十
一
字
の
詠
、
わ
づ
か
に
家
風
を
あ
ふ
げ
と
い
へ
ど
も
、
万
葉
集
の
っ
た
へ
す
で
に
古
賢
に
お
よ
び
が
た
し
。

と
見
え
る
「
家
風
」
に
つ
い
て
は
、
清
輔
著
の
『
奥
義
抄
』
に
「
家
の
風
と
は
、
家
の
業
を
伝
ふ
る
な
り
」
と
言
う
と
お
り
で
あ
り
、
顕

輔
集
に
も
「
前
木
工
頭
俊
頼
、
撰
集
う
け
た
ま
は
り
て
、
よ
め
ら
ん
う
た
、
と
た
び
た
び
い
は
れ
し
か
ば
、
っ
か
は
す
と
て
　
　
家
の
風

ふ
か
ぬ
も
の
ゆ
ゑ
は
づ
か
し
の
も
り
の
こ
と
の
葉
ち
ら
し
は
て
つ
る
」
と
見
え
て
お
り
、
謙
遜
し
た
体
で
言
う
が
、
「
家
の
風
」
を
意
識

し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、
大
中
臣
家
は
清
輔
に
と
っ
て
系
譜
が
示
す
額
面
以
上
に
身
近
に
意
識
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を

さ
ら
に
清
輔
の
性
格
に
関
わ
っ
て
述
べ
て
み
た
い
。
六
条
藤
家
に
と
っ
て
初
め
て
顕
輔
が
勅
撰
集
の
撰
者
と
な
っ
た
。
こ
の
詞
花
集
撰
進

と
い
う
名
誉
な
で
き
ご
と
に
対
し
て
も
周
知
の
ご
と
く
清
輔
は
撰
集
過
程
の
内
幕
を
暴
露
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
袋
草
紙
』
四
七
に
拠

る
と
、
撰
集
の
命
を
う
け
た
当
時
、
父
は
清
輔
と
不
伸
で
あ
り
、
助
力
さ
せ
る
た
め
に
一
時
仲
直
り
も
し
た
が
、
ま
た
疎
ん
じ
、
清
輔
に

相
談
す
る
こ
と
も
な
く
崇
徳
院
に
奏
覧
し
た
。
し
か
し
院
か
ら
返
却
さ
れ
た
の
で
、
清
輔
が
使
い
と
な
っ
て
父
の
許
に
持
参
す
る
間
に
中

を
見
た
と
こ
ろ
、
古
歌
が
多
く
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
父
に
言
う
と
、
そ
れ
ら
を
削
除
し
た
、
世
間
は
父
が
よ
く
検
討
し
な
か
っ
た
こ
と

を
大
胆
な
行
為
だ
と
評
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
清
輔
の
詠
ん
だ
「
人
知
れ
ず
物
思
ふ
折
も
あ
り
し
か
ど
子
の
事
ば
か
り
悲
し
き

は
な
し
」
が
一
字
違
わ
ず
、
詞
花
集
に
安
芸
作
と
し
て
入
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
「
甚
以
難
レ
堪
也
」
と
慣
懲
や
る
方
な
い
調
子
で
訴

え
て
い
る
（
七
二
）
の
も
、
父
に
対
す
る
確
執
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
隆
経
、
顕
季
、
顕
輔
と
三
代
続
い
た
勅
撰
集
入
集
が
清
輔
の

時
に
な
っ
て
絶
え
た
こ
と
を
、
清
輔
は
撰
者
の
子
息
は
入
集
し
な
い
例
な
の
で
洩
れ
た
と
遺
恨
に
思
っ
て
い
る
（
五
九
）
が
、
詞
花
集
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
2

入
集
し
な
か
っ
た
理
由
は
顕
輔
の
清
輔
に
対
す
る
不
快
感
に
拠
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
清
輔
は
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
こ

れ
ら
の
事
例
は
い
ず
れ
も
父
と
の
反
目
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
清
輔
の
一
徹
は
ど
う
だ
ろ
う
。
『
袋
草
紙
』
に
自
賛
談
が



多
く
見
ら
れ
る
の
も
こ
の
性
格
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
次
の
よ
う
な
感
激
家
で
も
あ
る
。

　
　
（
清
輔
ノ
尚
歯
会
ノ
時
）
清
輔
朝
臣
は
布
袴
を
ぞ
き
た
り
け
る
。
進
退
の
あ
ひ
だ
、
大
弐
重
家
卿
裾
を
と
り
、
皇
后
宮
亮
季
経
朝
臣

　
　
沓
を
は
か
せ
け
り
。
両
人
清
輔
朝
臣
が
弟
な
れ
ど
も
、
座
次
の
上
薦
に
て
あ
り
け
る
に
、
こ
の
か
み
を
た
ふ
と
み
て
、
ふ
か
く
此
礼

　
　
あ
り
け
り
。
悦
に
た
へ
ず
、
後
日
に
父
顕
輔
卿
、
子
孫
の
中
に
こ
の
道
に
た
へ
た
り
と
て
、
清
輔
朝
臣
に
伝
へ
た
り
け
る
人
丸
影
・

　
　
破
子
硯
を
、
重
家
卿
子
息
中
務
権
大
輔
経
家
朝
臣
に
譲
ら
れ
け
り
。
和
歌
の
文
書
、
季
経
朝
臣
に
譲
り
て
け
り
。
（
『
古
今
著
聞
集
』

　
　
巻
五
）

　
清
輔
は
片
意
地
を
張
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
物
の
好
き
嫌
い
の
非
常
に
は
っ
き
り
し
て
い
る
性
格
で
、
し
か
も
こ

れ
を
心
に
納
め
て
お
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
。
『
無
名
抄
』
に
、

　
　
清
輔
朝
臣
は
、
外
相
は
い
み
じ
う
清
廉
な
る
や
う
に
て
、
偏
頗
と
云
ふ
事
露
も
気
色
に
現
さ
ず
、
自
ら
人
の
傾
く
事
な
ど
あ
れ
ば
、

　
　
気
色
を
あ
や
ま
り
て
あ
ら
が
ひ
論
ぜ
ら
れ
し
か
ば
、
人
皆
そ
の
由
を
心
得
て
、
更
に
い
ひ
出
る
事
も
な
か
り
け
り
。

と
見
え
、
清
廉
潔
白
そ
う
に
見
え
な
が
ら
相
手
の
批
判
に
対
し
て
顔
色
を
変
え
て
反
論
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
彼
の
性
格
を

象
徴
的
に
語
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
こ
う
い
う
性
格
を
持
っ
清
輔
に
と
っ
て
、
親
戚
関
係
に
あ
る
大
中
臣
家
は
好
ま
し
い
存
在
と
し
て
感
じ
ら
れ
、
大
中
臣
家
に
対
す
る
好

意
や
親
近
感
は
相
乗
的
に
増
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
『
袋
草
紙
』
に
大
中
臣
家
に
関
す
る
逸
話
を
多
く
取
り
挙
げ
る
こ

と
に
な
り
、
し
か
も
賛
美
す
る
話
が
多
く
見
ら
れ
、
ま
た
、
歌
と
は
結
び
っ
か
な
い
逸
脱
し
た
輔
親
や
慶
遅
の
事
蹟
な
ど
も
付
加
し
た
の

で
あ
る
。

注
1

注注

32 　
『
袋
草
紙
』
の
本
文
は
『
袋
草
紙
注
釈
』
（
小
沢
正
夫
・
後
藤
重
郎
・
島
津
忠
夫
・
樋
口
芳
麻
呂
氏
共
著
）
に
拠
る
。
そ
し
て
、
『
袋
草
紙
』
引
用
に

　
見
え
る
漢
数
字
は
同
書
の
章
節
で
あ
る
。

　
注
1
の
『
袋
草
紙
注
釈
』
。
藤
岡
忠
美
先
生
。
西
村
加
代
子
氏
・
中
村
康
夫
氏
・
芦
閏
共
著
『
袋
草
紙
考
証
歌
学
篇
』

　
「
『
袋
草
紙
』
著
述
意
図
に
関
す
る
一
考
察
」
（
「
島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要
文
学
科
編
」
第
三
号
、
昭
五
十
五
年
十
二
月
）
。
「
『
袋
草
紙
』
に
お
け

　
る
「
末
代
」
」
（
「
中
古
文
学
」
第
三
十
号
、
昭
五
十
七
年
十
月
）

『
袋
草
紙
』
に
見
え
る
大
中
臣
家
を
め
ぐ
っ
て
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田
　
　
　
耕

注
3
の
「
『
袋
草
紙
』
著
述
意
図
に
関
す
る
一
考
察
」

「
伊
勢
大
輔
伝
記
考
」
（
山
中
裕
編
『
平
安
時
代
の
歴
史
と
文
学
文
学
編
』
所
収
）

「
藤
原
顕
季
伝
の
考
察
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
五
十
二
年
八
月
）

「
越
後
守
藤
原
清
兼
」
は
、
尊
卑
分
脈
に
見
え
る
、
南
家
真
作
流
の
「
従
五
位
下
越
前
守
藤
原
清
兼
」

『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究
』
所
収
「
六
条
藤
家
の
人
々
」

『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
五

注
8
に
同
じ
。

注
8
に
同
じ
。

井
上
宗
雄
。
片
野
達
郎
氏
共
著
『
詞
花
和
歌
集
』

で
あ
ろ
う
か
。
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